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本日、１学期終了！明日から夏休み！

クラスが一つにまとまる機会となる行事があった１学期も、本日終業式を

迎えました。いよいよ明日から夏休みです。懇談会で話し合ったように、こ

の夏休みにできる努力はしっかりやり、２学期には持てる力を大いに発揮し

てもらいたいと思います。

また、日頃の学校や家庭生活では得られない生活体験を通して、普段でき

ない家の仕事を手伝ったり、家族や親戚の人といろいろな話をしたりして、

有意義な時間を過ごしてください。それがみんなの人間力を磨くことにつな

がると思います。

２学期の始業式には、みんなの元気な顔が見られることを楽しみにしてい

ます。

今回は、終業式で発表してくれた、３年生の代表生徒の作文を紹介します。

３年６組 Ｉ・Ｃ

この間まで２年生だったのに気づけばもう１学期が終わろうとしてい

ます。この１学期はあっという間に過ぎてしまいました。まず、１番大

きな行事と言えば修学旅行です。２年生の時から準備や事前学習をし、

取り組んだこの行事では時間を守ることや集団行動などの基本的なこと

を見直せたり、平和の大切さや尊さについてもしっかりと学ぶことがで

きました。また、３年生になり新しいクラスでの初めての大きな行事で、

仲間とたくさんの思い出を作ることができ、絆も深めることができまし

た。

もう一つ１学期での大きいできごとといえば夏季総体です。１年生か

らずっと続けてきた部活動で最後の力を発揮するときでした。私自身は

阪神大会に出場することはできませんでしたが、良い試合ができたと思

えたので良かったです。そして、部活動引退と共にやってくるのが、受

験という大きな壁です。中学校３年生の１学期は大切だと何度も先生方

に言われ、周りの友達も以前より努力する人が増えたように感じました。

小学校６年間と中学校３年間での義務教育はこれで終わってしまいます。

これから受験をして高校生になるということは、自分の道は自分で切り

開いていかなければならないということです。今は正直、将来に対して、

希望や楽しみな気持ちより不安の方が大きいです。でもそんな不安ばか

りでは自分自身が望んでいる将来は、切り開いていけないと思います。

だから、今年の夏休みがこれからの将来を分ける勝負の時だと思って、

勉強にしっかりと取り組んでいきたいです。また、自分だけではなく、

たくさんの思い出を一緒に作り、絆を深めあってきた３年生全員でお互

い励まし合ったり、勉強を教え合ったりして、大変な時期だけど、乗り

越えていきたいです。

この１学期は、行事に、部活に、勉強に、と気持ちの切り替えが大切

な時期だったと思います。しっかりとチャンネルを切り替えて１つ１つ

自分がやるべきことに集中して、取り組んで、自分がやるべきことに集

中して取り組んで、２学期も頑張っていきたいです。

【部活動の大会・コンクールの結果】
【第６２回全日本中学校通信陸上競技大会兵庫県大会】

共通女子走高跳 第７位 Ｎ・Ａ 1m51

｛阪神総合体育大会｝
《水泳大会》 男子 400ｍ自由形 優勝 Ｉ・Ｓ 4’17”24

男子 1500ｍ自由形 優勝 Ｉ・Ｓ 16’51”45

《陸上部》 中学男子低学年 4× 100ｍ R 準優勝 48”98
Ａ・Ｓ、Ｆ・Ｒ Ｓ・Ｙ、Ｕ／Ｔ

共通女子走高跳 第３位 Ｎ・Ａ 1m51
上記の生徒の他に（陸上）Ｉ・Ｙさん（水泳）Ｉ・Ｎさん、Ｓ・Ｔさんは県

大会出場が決定しました。県大会での健闘を祈っています。

＊「第２6回鬼貫顕彰俳句」
鬼貫賞 ２年２組 Ｔ・Ｋ 「終わらない宿題にさす西日かな」

入選 １年６組 Ｎ・Ｒ 「向日葵やはとこと再会笑っちゃう」

入選 ２年４組 Ｋ・Ｒ 「夏祭りキョロキョロしちゃうな会いたくて」

入選 ２年４組 Ｍ・Ｙ 「風薫る私は向かうこの先へ」

入選 ３年１組 Ｎ・Ｍ 「さくらんぼ幸せになるふたつぶで」

入選 ３年１組 Ｍ・Ｋ 「強がりに見せているだけサングラス」


